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    出張報告書 
 

                    令和1年 8月 13日 
 
 
 
   市議会議長 米田 貴志 様 
 
 

             会 派 名              公 明 党 

             代表者氏名  友永  修 
 
              

下記のとおり報告します。 
 

記 
 

  １ 目  的  ➀産後ケア事業について           

②デマンドタクシー事業について 

  ２ 出 張 先 ①高岡市役所 ②福井市役所 

  ３ 出張期間  令和1年8月8日（木）～9日（金） 

  ４ 出張者氏名 松本妙子、南加代子、友永 修 

          岩﨑雅秋、桑原佳一  

  ５ てん末報告 別紙の通り  



公明党（会派）行政視察レポート 

報告者 南 加代子 
 

視察先 高岡市 テーマ 産後ケアについて 

日  時 令和 元年 ８月 ８日（木）13時 00分～14時 30分 

市政の課題の解決に向けて、参考になると思われることと考察について 
近年、核家族化の進行、地域での人間関係での希薄化により子育て環境は孤立しがちである。

出産後において産婦のホルモンバランスは急激な変化により、心身共に不安定となっているが

幼子を抱えての子育ては待ったなしの状態である。母親が不安定な精神状態では現実の生活で

の子育てに対応できず児童虐待(ネグレクト)に陥るケースも見受けられることから、本市にお

いても出産後の母子を守り安心して子育て出来る環境を整備すべきと考えられる。社会問題と

なっている児童虐待を防ぐ為にも早々の支援が必要であり、１０人に１人がなりうる産後うつ

に関して心身のケアや育児サポートを行い産後ケアを強化すべきである。高岡市では産婦健康

診査時、産後のメンタルヘルスチェックリスト(エジンバラ産後うつ質問票)が健診項目として

盛り込まれ１人の産婦に対し、産後２週間と産後１ヶ月の２回、受診機会を設け支援が必要と

される産婦を早期に把握し、産科医との連携を強化・産後ケアに繋いでいる。事業内容は助産

院に委託しデイケア・訪問ケアとし利用者の自己負担金は利用料金の１割、生保・非課税世帯

は負担金０となり、利用者からは育児の不安が相談でき良かった、身体をゆっくり休められた

等利用者全員が｢良かった｣または｢やや良かった｣と回答されています。短時間でも子育てから

離れ精神的にリフレッシュすることで、ホルモンバランスが整い安心して子育てが出来る精神

状態に戻る課程迄の支援の必要性を感じる視察となりました。本市においても産後ケアは喫緊

の課題であることからこのような事例にならい早期導入にむけて取り組んで頂きたいと考えま

す。                        
                                

                                

                                

                                

 



公明党（会派）行政視察レポート 

報告者 友永 修 
 

視察先 福井市 テーマ デマンドタクシー事業について 

日  時 令和1年8月9日（金）10時 00分～12時 00分 

市政の課題の解決に向けて、参考になると思われることと考察について 

                         
福井市は、人口 26 万人で本年 4 月より中核市となっている。4 年後

に北陸新幹線が福井駅に開通するため、駅周辺を中心にまちづくりが

進んでいる。とりわけ、公共交通については、鉄道が2線、路線バス

が2路線あるうえ、過去に市町村合併した折に地域バスを4地区で走

らせる約束のもと合併に至った経緯がある。そこに空白地を埋めるた

めに地域コミュニティバスを7地区で開始するなど、市民の移動手段

確保には、補助金など予算もつけているのが現状であった。しかし、

それでも利用者が減り続けており、それに反比例して補助金の増加が

進んでいる。これらの状況を改善するため、「福井市都市交通戦略」

を策定。南西方面の幹線軸を形成するため、「清水プラント 3」を拠

点とするバス路線の再編を実施するに至る。清水プラント3に待合所

を設置し、デマンドタクシーほやほや号を運行。それにより、便数の

増加に加え運賃が安く利用できるという利用者ファーストの再編とな

った。考え方を変えると、事業者にとっては、バス事業者もタクシー

事業者も通常の運行と比べると売り上げが下がっているはずである。

この点について、事業者との話し合いはどう進められたのかお聞きし

たが、大きく揉める事もなくご協力をいただけるようにすすんだとの

事。本市でも事業者からの協力は必至であり、福井市さんではスムー

ズでも本市ではどうなるのか難しいところだなと感じた。今後の課題

をお聞きしたが、利用者が横ばいであることから、高齢者など交通弱

者の気軽な移動手段としての利用促進が必要とお考えである。やは

り、最後は利用者をどれだけ確保できるのかが最大の課題である。本

市でデマンドタクシーを導入するには、➀利用者の確保➁事業者の協

力などが成功への鍵である。                      

                                

                                

                                

 
 


